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           ～仲間とともに高めあい 豊かな学びと心を大切にする学校～ 

 

            ４０周年の記念として 

新型コロナウイルスの感染防止のため、全国すべての小学校・中学校、

高等学校、特別支援学校を臨時休校とする措置が継続しています。感染

抑止のための“非常事態”とはいえ、多大なるご心配やご不便をおかけ

していることをこの紙面を借りてお詫び申しあげます。 

さて、今年度がスタートした４月の学校通信には、新堂中学校が開校

４０周年であることを記載させていただきました。市内４番目の中学校

として松原中学校から分離・開校して以来、地域の方々にずっと支えら

れてきた学校です。 

本年度、４０周年の記念として何かできないかということで、本校玄

関に飾られている彫刻の少女像（「ゆめ」像）の修繕・リニューアルをさ

せていただくことになりました。樹脂製の彫刻作品ですが、経年による

劣化がひどく数か所にヒビがはいりグラグラしている状況でした。この

まま放置しておけば少し力が加わっただけで倒れてしまう危険性さえ

あるように思えました。新堂中学校 PTA 本部役員のОB 会である「堂

友会」会長様や、監事の方々とも相談し、「堂友会」から修繕費を出していただくこととなりました。 

銘板や台座の塗装については業者委託し、像の補強と着色については私（校長）の方でさせていただき

ました。作品の補強については、いったん作品に穴をあけて、中に垂木を入れて補強してあります。着色

については、人工漆を何層にも塗り重ねながら重厚感のあるブロンズ調の色付けをさせて頂きました。

この先、５０周年、８０周年とこの新堂中の玄関を飾る作品であってほしいと願っています。 

ところで、この「ゆめ」像がなぜセーラー服の像であるのかご存知でしょうか？ これは新堂中学校が

松原中学校からの分離校であったため、開校当時の２年生・３年生は母体校であった松原中学校の制服

（セーラー服）を着ていたからです。この像は、本校第１回の卒業生から卒業記念品として新堂中学校に

寄贈していただいたものです。当時のお話を詳しく聞かせていただく機会に恵まれてはいませんが、像

の作者は三宅善夫さん（故人）という方です。 

※この像のことについて何か知っている方がおられましたらご連絡していただければと思っています。 

 これからも保護者の皆さんや地域の方々にも信頼していただける学校を目指していきたいと思ってい

ます。 今年度の「しんどう中学校通信」は今回が最終号です。今年度も本校教育活動に対してご支援、

ご協力いただきありがとうございました。 

                                    校長  伊庭 靖二 



  

 

 

わくわく新堂教室… ２月２０日（木） 

 わくわく新堂教室は、定期試験の前の放課後に実施している新堂中ならではの伝統的な取り組みで

す。「先輩が後輩を教える」ということですが、後輩にとって役立つだけでなく、教える先輩に 

とっても「学び」になっているようです。本当に良い雰囲気で取り組む“学習の場”になっています。

今後もこの取り組みがよき伝統として続いてくれることを望みます。 

 

 3年生・美術科の“卒業制作”が展示されています。… 3月 

子どもたちが美術科の授業の中で、クラスごとに学級独自の“カラー”を表現しようと共同制作をした

作品が 2 階廊下に展示されています。担任の先生(副担任の先生)への感謝の気持ちを込めてあります。 

卒業式当日は体育館に展示したいと考えています。 

 

「ゆめ」像の修理の様子から…  3月９日(月) 

 学校玄関に飾られている「ゆめ」像の修理ですが、３月９日(月)にきれいに再塗装された台座が、業者

から搬入され、像が据え付けられました。台座にはアクリル製のプレートも取り付けさせて頂きました。

緑系のブロンズ調着色に仕上がっています。ご来校の折には、是非見ていただければと思います。 


